
■日漢協トピックス

令和8年度 薬用作物 地域説明会・栽培技術研修会

2026年8月20日（木）、21日(金)の両日にわたり、薬用作物産地支援協議会の主催で

「令和8年度 薬用作物 地域説明会・栽培技術研修会」が岩手県において開催された。

➢ 1日目の20日（木）は、盛岡地域交流センター 「マリオス」 において、生産団体、行政ならびに関係者

等、総勢26名の参加のもと、地域説明会を開催した。日漢協、実需者および行政による講演に続き、質

疑応答の時間が設けられ、活発な意見交換が行われた。

今回は新たな取り組みとして、生産者と実需者との連携強化およびマッチングの加速化を図るため、日

漢協よりメーカーからの発信情報をもとにマッチング支援に関する説明が行われた。

当日の演題および講師は以下の通りである。

◆ 「国内生産拡大に向けた取組み」 ～薬用作物の国内生産拡大へ向けて～

日漢協 生薬国内生産検討班 班長 平手 豪巳 先生

◆ 「カノコソウ栽培・生産 産地化に向けたポイント」

小林製薬株式会社 製造本部 開発・調達統括部購買部

天然原料調達グループ 担当課長 吉井 淳 先生

◆ 「薬用作物（生薬）をめぐる事情」

農林水産省 農産局 果樹・茶グループ 課長補佐 橋本 貴子 先生

◆ 「岩手県内の薬用作物栽培の取組や支援について」

岩手県農林水産部農産園芸課 主任 村上大樹先生

【平手 豪巳 先生】 【吉井 淳 先生】

【橋本  貴子 先生】 【村上 大樹 先生】



◆ 「マッチング支援の説明」 ～メーカー発信情報を中心に～

日漢協 生薬国内生産検討班 班長 平手 豪巳 先生

＊地域説明会の講義資料はこちらから → https://www.yakusankyo-n.org/event/y2026.htm

➢ 2日目の21日（金）は、まず午前中、八幡平市内において圃場見学を実施した。参加者は実際の栽培

現場を視察し、薬用作物の生育状況や栽培管理について理解を深めた。

午後からは岩手広域交流センター 「プラザあい」 に会場を移し、栽培技術研修会および情報交換会を開

催した。研修会では、前 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所薬用植物資源研究センター客

員研究員の柴田敏郎氏を講師にお迎えし、「東北地域の薬用作物栽培について（カノコソウを中心に）」 

をテーマとした講演が行われた。その後の情報交換会では、参加者相互による活発な意見交換が行わ

れ、有意義な交流の機会となった。

【質疑応答の様子】【説明会 会場の様子】

【柴田 敏郎 先生】【八幡平市内における圃場見学の様子 (写真はカノコソウ畑) 】 【栽培技術研修会 会場の様子】
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